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会計名【議案番号】 決算額 差引額

一般会計【第13号】 歳入
歳出

270億6011万円
254億3131万円 16億2880万円

特
別
会
計

国民健康保険
【第14号】

事業勘定 歳入
歳出

62億9168万円
62億6647万円 2521万円

直営診療
施設勘定

歳入
歳出

7718万円
7132万円 586万円

後期高齢者医療【第15号】 歳入
歳出

7億5769万円
7億3740万円 2029万円

介護保険【第16号】 歳入
歳出

52億4441万円
51億5060万円 9381万円

地方独立行政法人さんむ
医療センター公債管理【第17号】

歳入
歳出

74億8314万円
74億8314万円 0円

公
営
企
業
会
計

水道事業【第18号】

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

3億4969万円
3億2649万円
1271万円

2億3848万円

農業集落排水事業【第19号】

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

3億4149万円
3億3928万円
1億7134万円
1億8023万円

■令和６年度決算の概要

令和６年度令和６年度

歳入歳出決算を認定歳入歳出決算を認定
　市長から提出された各会計決算議案について、決算審査特別委員会を設置し、予算が効率的かつ適正に執行さ
れているかなどの審査を行いました。

令和7年9月3日・12日
本 会 議

市長から決算議案の提出
⬇

監査委員の決算審査報告
　　　　　　　　（写真❶）

⬇
決算審査特別委員会の
設置・議案付託

令和7年10月1日・2日
決算審査特別委員会
部署ごとの集中審査
　　　　　（写真❷❸）

⬇
討論・採決
⬇

原案のとおり認定すべきもの
と決定（全会一致）

令和7年12月10日
本 会 議

委員長報告（写真❹）
⬇

委員長報告に対する質疑
討論・採決
⬇

原案認定
（賛否の状況は４ページに掲載）

審
査
の
流
れ

●❶

●❹

●❷ ●❸

決算の要旨は、広報さんむ
２月号（14～15ページ）を
ご覧ください。

▲広報さんむ
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

委 員 長 北　田　　　守
副委員長 玉　置　美津恵

委　　員

市　川　陽　子
小　山　和　典
杉　山　　　清
鈴　木　健太郎
渡　邉　健　一

決算審査特別委員会委員決算審査特別委員会委員

市
の
財
政
状
況（
財
政
調
整
基
金
）

Q
令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
11
億

円
の
繰
入
れ
が
さ
れ
て
お
り
、
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
に

よ
る
予
算
編
成
が
近
年
常
態
化
し
て
い
る
が
、
市
の
見
解
は
。

A
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
物
価
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
特

に
物
件
費
や
扶
助
費
が
想
定
を
上
回
る
支
出
額
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
財
源
不
足
を
補
う
た
め
、
多
額
の
財
政
調
整
基

金
の
繰
入
れ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す
る
お
そ

れ
も
あ
る
た
め
、
歳
出
の
見
直
し
の
ほ
か
、
行
財
政
改
革
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
棟
運
営
事
業

（
農
林
水
産
業
費
）

Q
約
３
８
２
万
円
の
予
算
が
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

事
業
内
容
に
対
す
る
費
用
対
効
果
は
。

A
バ
イ
オ
マ
ス
体
験
棟
は
、
サ
ン
ブ
ス
ギ
の
箸
づ
く
り
体

験
な
ど
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
関
す
る
情
報
発
信
拠

点
と
し
て
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
開
設
し
て
お
り
、
そ
の
施
設

運
営
を
民
間
業
者
に
委
託
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
利
用
者
数
は
、
ピ
ー
ク
の
５
８
０
０
人（
平
成
27
年
度
）

か
ら
２
７
０
０
人（
令
和
６
年
度
）と
減
少
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
運
営
方
法
等
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

成
東
駅
南
口
線
整
備
促
進
事
業

（
土
木
費
）

Q
予
算
額
に
対
し
て
執
行
率
20
・
23
％
の
予
算
執
行
に
留

ま
っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
当
該
事
業
で
は
、
成
東
駅
南
口
線
道
路
の
整
備
に
あ
た

り
、
事
業
主
体
で
あ
る
千
葉
県
へ
納
付
す
る
市
負
担
金

を
予
算
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
負
担
額
は
事
業
の
進
捗
に
沿
っ
て
、

そ
の
都
度
、
千
葉
県
と
協
議
の
う
え
予
算
を
補
正
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
年
度
末
に
事
業
進
捗
の
遅
延
に
伴
う
負
担
金
の

減
額
が
決
定
し
た
た
め
、
未
執
行
予
算
が
生
じ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、
令
和
11
年
３
月
ま
で
の
事
業
完
了
を
目
指
し
、
未

整
備
区
間
の
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
、
千
葉
県
よ
り
聞
い

て
い
ま
す
。

結
婚
応
援
事
業（
総
務
費
）

Q
事
業
内
容
お
よ
び
成
果
は
。

A
結
婚
応
援
イ
ベ
ン
ト「
恋
す
る
さ
ん
む
」を
１
回
開
催
し
、

男
性
11
人
、
女
性
12
人
の
計
23

人
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
結
婚
ま
で
に
結
び
つ
い
た
人
数
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
開
催
か
ら
２

か
月
後
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
一
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
交
際
に
至
っ

た
と
い
う
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

行
旅
病
人
等
取
扱
事
業（
民
生
費
）

Q
取
扱
件
数
お
よ
び
そ
の
費
用
負
担
は
。

A
当
該
事
業
で
は
、
身
元
不
明
で
亡
く
な
っ
た
方
の
葬
儀

手
続
き
や
身
元
が
判
明
す
る
ま
で
の
遺
骨
を
保
管
す
る

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
費
用
は
暫
定
的
に
市
が
負
担

し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
身
元
が
判
明
し
た
際
に
は
そ
の
相
続
人

等
に
請
求
を
行
い
ま
す
。
身
元
が
判
明
し
な
い
、
ま
た
は
相
続

人
不
存
在
等
の
場
合
に
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
県
へ
請
求

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
実
質
、
市
の
財
政
負
担
は
生
じ
な
い

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
取
扱
件
数
は
15
件
あ
り
、
そ
の
う
ち
身
元
が

判
明
し
、
費
用
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
件
数
は
９
件
で
、

残
る
６
件
は
現
在
調
査
中
で
す
。

審
査
報
告
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防災備蓄品

防
災
用
備
蓄
物
資
整
備
事
業

（
消
防
費
）

Q
消
耗
品
費
と
し
て
約
３
２
１
万
円
が
予
算
執
行
さ
れ
て

い
る
が
、
備
蓄
品
と
し
て
購
入
す
る
食
糧
や
水
な
ど
は 

長
期
保
存
が
可
能
で
あ
る
中
、
毎
年
、
ほ
ぼ
同
額
の
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

A
令
和
６
年
度
に
購
入
し
た
主
な
食
糧
品
は
、
ア
ル
フ
ァ

米
３
７
０
０
食
、
缶
詰
の
パ
ン
１
２
４
８
食
、
５
０
０

㎖
の
保
存
水
７
２
０
０
本
、
ベ
ビ
ー
フ
ー
ド
２
４
０
食
、
液
体

ミ
ル
ク
４
０
８
本
等
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
非
常
用
簡
易
ト
イ
レ
便
座
１
０
０
台
、
簡
易
ト

イ
レ
用
の
テ
ン
ト
45
張
り
等
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

備
蓄
品
の
入
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
の
指
定
一
般
避
難

所
お
よ
び
避
難
場
所
27
施
設
を
５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
備
蓄
品
の
消
費
期
限
を
揃
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

５
年
ご
と
に
順
次
更
新
を
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
の
予
算
計
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
人
材
活
用
教
育
支
援
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
形
成
事
業（
教
育
費
）

Q
当
該
事
業
で
実
施
す
る
学
校
支
援
に
よ
っ
て
、
児
童
生

徒
お
よ
び
教
員
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
表
れ
て
い
る
の

か
。A

個
別
な
サ
ポ
ー
ト
を
要
す
る

児
童
生
徒
や
外
国
籍
の
児
童

生
徒
へ
の
対
応
な
ど
、
各
学
校
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
支
援
を
受
け
た
外

国
籍
生
徒
が
高
校
進
学
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
支
援
に
よ
り
教
員
の

業
務
内
容
が
精
選
さ
れ
、
働
き
方
改

革
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

Q
決
算
収
支
額
は
約
９
３
８
１
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い

る
が
、
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
お
よ
び
支
払
基
金
交

付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
も
の
に
対

し
て
は
、
今
後
、
保
険
給
付
額
に
応

じ
た
清
算
が
行
わ
れ
る
の
か
。

A
毎
年
、
事
業
実
施
の
翌
年
度

に
実
績
報
告
を
行
い
、
余
剰

が
生
じ
た
場
合
に
は
、
返
還
金
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
清
算
を
し
て
い
ま
す
。

議　案
第13号 認定 令和６年度山武市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第14号 認定 令和６年度山武市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第15号 認定 令和６年度山武市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第16号 認定 令和６年度山武市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第17号 認定 令和６年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計歳入歳出決算

の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第18号 認定 令和６年度山武市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第19号 認定 令和６年度山武市農業集落排水事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和 6年度令和 6年度
各会計決算議案の審議結果各会計決算議案の審議結果

会 

派 

等

新

政

会

誠

和

会

公

明

党

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｕ

知

新

日
本
共
産
党

議 

員 

名

渡
邊　

聰

小
川
善
郎

北
田　

守

櫻
田
基
介

杉
山　

清

鈴
木
健
太
郎

萩
原
善
和

石
川
和
久

小
山
和
典

渡
邉
健
一

今
川
和
弘

深
沢　

誠

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

池
田
久
和

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

並
木
幹
男

　令和７年第４回定例会の最終日（12月10日）、決算審査特
別委員会委員長からの審査報告の後、質疑・討論を経て、採
決が行われた結果、それぞれ原案のとおり認定されました。

認
定

【○】賛成・【×】反対・【－】石川議長は採決に加わりません
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諮　問
第 1号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
伊藤　範子　氏　（上横地／再任） 適任と認める

諮　問
第 2号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
内田　昌臣　氏　（姫島／新任） 適任と認める

議　案
第 1号 可決

山武市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
市議会議員の期末手当について、一般職職員の期末・勤勉手当の年間支給月数の改定と
合わせるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

山武市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
市長・副市長・教育長の期末手当について、一般職職員の期末・勤勉手当の年間支給月
数の改定と合わせるため、また、市長・副市長を通勤手当の支給対象とするよう条例の
一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号 可決

山武市職員の給与に関する条例及び山武市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
令和７年度の人事院勧告および千葉県人事委員会勧告に鑑み、一般職職員の給料月額の
引上げ等について、関係条例の一部を改正するもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市成東学童クラブ）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議会の議決を求
めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市松尾地域学童クラブ）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議会の議決を求
めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号 可決

財産の取得の変更について
児童生徒が使用する学習者用端末のソフトウェアライセンス期間の変更に伴い、取得価
格を変更することについて、議会の議決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 7号 可決

新市建設計画の変更について
計画期間の延長のほか、主要指標の見通しの数値の変更など所要の変更を行うため、議会
の議決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号 可決

東金市外三市町清掃組合からの脱退について
令和10年３月31日をもって東金市外三市町清掃組合から脱退することについて、脱退
する日の２年前までに他のすべての構成団体に書面で予告の通知をするにあたり、議会
の議決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 9号 可決

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、千葉県市町村総合事務
組合の共同処理する事務の一部廃止及び千葉県市町村総合事務組合規約の変更に関する
協議について
九十九里地域水道企業団ほか２団体が令和８年３月31日をもって解散すること、共同処理
する職員採用試験の合同実施に関する事務を廃止すること等、関係規約の改正について
関係地方公共団体と協議するにあたり、議会の議決を求めるもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第10号 可決

令和７年度山武市一般会計補正予算（第４号）
既定の歳入歳出予算額に5億2966万7000円を追加し、歳入歳出予算総額を272億
8836万5000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第11号 可決

令和７年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
事業勘定は既定の歳入歳出予算額に1936万1000円を追加し、歳入歳出予算総額を62億
9136万1000円に、直営診療施設勘定は既定の歳入歳出予算額から101万6000円を
減額し、歳入歳出予算総額を7818万2000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 可決

令和７年度山武市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
既定の歳入歳出予算額に243万1000円を追加し、歳入歳出予算総額を7億7893万
1000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 可決

令和７年度山武市介護保険特別会計補正予算（第２号）
既定の歳入歳出予算額に769万1000円を追加し、歳入歳出予算総額を53億8984万
8000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 可決

令和７年度山武市水道事業会計補正予算（第２号）
収益的支出は既決予定額から491万7000円を減額し、予算総額を3億4902万4000
円に、資本的支出は既決予定額から157万4000円を減額し、予算総額を2億7819万
1000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 可決

令和７年度山武市農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
収益的収入は既決予定額に463万1000円を追加し、予算総額を3億4516万2000円
に、収益的支出は既決予定額に336万3000円を追加し、予算総額を3億4389万
4000円にするもの

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

報告のみ（採決なし）報　告
第 2号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

報　告
第 3号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

　第４回定例会が、11月19日から12月10日まで22日間の会期で開かれました。
　市長から諮問２件、議案15件および報告３件の提出があり、採決の結果、
それぞれ原案のとおり可決されました。

令和 7年第 4回定例会　審議結果一覧令和 7年第 4回定例会　審議結果一覧 会 
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【○】賛成・【×】反対・【－】石川議長は採決に加わりません

山武市議会だより第79号　令和8年2月1日5



各常任委員会では、付託された議案等をそれぞれ審査しました。
審査結果および審査概要は次のとおりです。※議案名は５ページを参照してください。

現在稼働中の本庁舎浄化槽に対し、臭突管およ
び臭突ファン（浄化槽内部の臭気排出設備）を設

置する工事費等の追加計上との説明があったが、三方
が建物に囲まれている場所への浄化槽移設を検討する
段階で設計に含められなかったのか。
　また、次年度の当初予算ではなく、補正予算として
計上する理由は。

設備の性質上、臭気の発生は予見していました
が、許容範囲のものと見込んで設計し、当該浄

化槽の新設工事は令和７年３月に完了しました。その
後、供用を開始したところ、特に夏場において、想定
よりも強い臭気の発生が確認されたため、当該改修工
事を計画したものです。
　なお、工期は概ね４か月を予定しており、令和８年
の夏到来前までの解消を目指すため、補正予算での計
上および繰越明許費の補正をお願いするものです。

木戸津波避難タワーへの避難者の熱中症対策と
して購入予定の日よけ用タープの仕様は。
当該施設は海岸に近い場所であることから、強
風時にも張りが維持されやすい三角状のタープ

２枚一組を２セット購入予定です。悪天候時にも使用
可能で、かつ、耐久性に優れた素材のものを購入する
計画としており、100名程度の収容が可能と見込ん
でいます。

狩猟免許取得補助金への申請件数が、当初の想
定を超えることが見込まれるため予算の追加計

上との説明がありましたが、その見込み件数は。
現在、農業者が自ら行う鳥獣対策の取り組みが
山武地域において活

発化しており、その一つと
して「わな猟免許の取得」を
目指しているところです。
　市では、当該免許取得に
要する費用の一部を助成し
ており、申請見込みである
20人分の増額補正をお願
いするものです。

約2,495万円を追加計上する補正の内容は。

富口地区の既存の防火水槽について、令和６年
度に当該土地所有者から撤去の依頼があり、地

元地区と協議を続けていたところ、令和７年度に新た
な土地提供者から申し出をいただいたため、整備を前
倒しして進めようとするものです。
　活用期限が令和７年
度までとされる緊急防
災・減災事業債を財源
として活用できること
から、補正予算による
対応をお願いするもの
です。

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出２款・本庁舎整備事業）

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出８款・防災施設維持管理事業）

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出５款・有害鳥獣駆除及び保護管理事業）

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出８款・消防施設維持管理事業）

可決すべきもの 〉〉〉   議案第1号、議案第2号、議案第3号
議案第7号、議案第8号、議案第9号
議案第10号、議案第14号、議案第15号

総務建設常任委員会

委員会委員会のの審 査 報 告

山武市議会だより第79号　令和8年2月1日 6



成東学童クラブ

市内に11施設ある学童クラブは、すべての施
設において指定管理者制度が導入されており、

成東学童クラブを除く10施設は、同一民間事業者に
よって管理運営が行われているが、成東学童クラブの
み別の団体が指定管理者となっている理由は。

成東学童クラブの指定管理者を募集したとこ
ろ、応募は当該事業者のみでありました。

　また、指定管理者の候補者選定にあたっては、いず
れの施設も、選定委員会において各選定基準に基づき
評価・審査を行っており、それぞれ、候補者として最も適
当であると判断した団体を選定しているところです。

電気使用料の大幅増額補正の理由が、令和７年
９月から供用開始された新施設の一部機器の電

気料を全体の電気料と誤認し、当初予算を計上したこ
とが要因であることは理解したが、予算の不足が見込
まれる４か月分（R7.12～ R8.3）の電気代を1,320
万円と積算した根拠は。

令和７年９月に使用した電気代330万円を一
月分の単価として、今後、不足する期間の予算

を計上しています。これは、新施設が稼働して間もな
いため、当該補正予算を積算するタイミングにおい
ては９月分のみの実績データしか持ち合わせていな
かったこと、また、冬場の電気使用料の予測が困難で
あることから、当該補正額を見込んだものです。

新施設では年間約3,000万円の電気代が見込
まれるとのことだが、旧成東学校給食センター 

および旧山武学校給食センターとの比較は。
旧施設における年間の電気代は、成東が約500
万円、山武が約550万円でした。ただし、旧

施設では、電気のほかにガスや重油も使用していたた
め、一概に電気代のみでは比較できない状態です。
　なお、給食センターの統合に伴い、運営費全体のコ
ストは削減できています。

A A

A

Q Q

Q

議案第４号

公の施設に係る指定管理者の指定について
（山武市成東学童クラブ）

A

Q 正面入り口自動ドア一式の改修工事費として
880万円の補正額は高額と考えられますが、

補正理由および積算内容は。
経年劣化により自動ドアのサッシ枠に歪みが生
じており、今後、ガラスのひび割れなど、安全

性の確保が難しくなると考えられるため、その改修費
用として増額補正をお願いするものです。
　当該工事費用の積算においては、改修後の自動ドア
の寸法が約縦３ｍ、横４ｍと大型のため既製品による
対応が困難であることや、サッシ枠以外の天井から基
礎部分まで一式の交換が必要であること、自動ドア開
閉時の防護柵を新たに設置する必要があることなどを
考慮し積算した結果であると、設計業務を委託した設
計会社から聞いています。

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出９款・さんぶの森中央会館等施設改修事業）

議案第10号

令和７年度山武市一般会計補正予算
（歳出９款・学校給食センター施設管理運営事業）

可決すべきもの 〉〉〉   議案第4号、議案第5号、議案第6号
議案第10号、議案第11号
議案第12号、議案第13号

文教厚生常任委員会

山武市議会だより第79号　令和8年2月1日7



市
政
を
問
う
！

　一般質問とは、議員が、市の
事務の執行状況や将来の方針な
どについての報告や説明を市長
などに求め、市が適切な市政運
営を進めているか、チェックす
るものです。
　山武市議会では、議員は年４
回の定例会で一般質問すること
ができ、質問の範囲は、市の行
財政全般のほか、地域の住民生
活に密接している事項など、多
岐にわたります。
　なお、議会だよりの一般質問
に関するページは、質問した議
員が自ら原稿を作成し、掲載し
ています。
※ 今回の12月定例会の会議録
は、図書館またはインター
ネットでご覧いただけます。
（３月下旬発行予定）

より気軽に視聴することがで
きるよう、一般質問の掲載ペー
ジに、録画映像が視聴できる 
ＱＲコードを添付しています。

スマートフォン 
やタブレットで
ご覧ください。

議会中継へ簡単アクセス

①市長の政治姿勢について

②まちづくり施策について

①過疎化対策について

②農地保全について

③スポーツ・公園施設整備について

④拉致問題について

①水道事業について

②市税の徴収状況について

①ごみ処理について

②食品ロス削減について

③地域おこし協力隊制度の活用について

①行財政改革について

①基金について

②まちづくりについて

③子育て支援について

④土木施策について

⑤産業振興施策について

①農業振興について

②外国人居住者について

③公共施設について

④小松地先市有地残土問題について

①書かない窓口について

②学校給食センターについて

③ふるさと納税について

①若者の薬物乱用防止に関する対策について

②外国人の受け入れおよび住民への対応について

①公共施設について

②公共交通について

③市制施行20周年記念事業について

①医療・福祉施策について

②住環境の整備について

※上記には「一般質問通告書」の内容を記載しています。

一 般 質 問12月定例会
個人質問
新政会 渡

わた な べ

邊　　聰
さとしp9

個人質問
新政会 杉

すぎ や ま

山　　清
きよしp9

個人質問
新政会 鈴

すず

木
き

健
け ん

太
た

郎
ろ うp10

個人質問
SAMMU知新 池

い け

田
だ

　久
ひさ か ず

和
p13

個人質問
誠和会 今

いま が わ

川　和
かず ひ ろ

弘
p12

個人質問
公明党 長

は せ べ

谷部竜
りゅうさく

作
p11

個人質問
公明党 深

ふか ざ わ

沢　　誠
まことp11

個人質問
公明党 市

いち

川
か わ

　陽
よう

子
こp10

　個人質問
日本共産党 並

なみ

木
き

　幹
みき

男
おp14

個人質問
誠和会 小

こ

山
や ま

　和
かず

典
の りp12

個人質問
SAMMU知新 玉

た ま

置
お き

美
み

津
つ

恵
えp13
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個
人
質
問

新政会 新政会 杉杉
すぎすぎ

山山
やまやま

 　 　清清
きよしきよし

 議員 議員

新政会 新政会 渡渡
わたわた

邊邊
なべなべ

　 　 聰聰
さとしさとし

 議員 議員

松
下
市
長
の
政
治
姿
勢

松
下
市
長
の
政
治
姿
勢

問 

　

次
期
市
長
選
挙
に
出
馬
し
な
い
理

由
と
現
在
の
心
境
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

次
の
任
期
に
お
い
て
、
自

身
が
市
長
と
い
う
重
責
を
勤
め
上
げ
ら
れ
る

身
体
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
、
ま
ず
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　

山
武
市
を
も
っ
と
前
に
進
め
た
い
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し

た
い
と
い
う
使
命
感
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
に
あ
り
ま
す
が
、
現
状
抱
え
る
体
調
か
ら

は
、
今
任
期
を
も
っ
て
収
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

問 

　

市
長
自
身
は
、
こ
れ
ま
で
の
市
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

答 

　

市
長　

市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は

「
す
べ
て
の
取
り
組
み
を
人
口
減
少
対
策
に

つ
な
げ
る
」こ
と
を
念
頭
に
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
自
然
減
を
要
因
と
し
た
大
き
な
流
れ

を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
非
常
に
残
念
な

思
い
で
す
。

　

一
方
で
、
大
き
な
自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
な
ど
が
あ
っ
た

中
で
も
、
市
の
総
合
計
画
を
着
実
に
進
め
、

私
が
選
挙
時
に
掲
げ
た
公
約
も
お
お
む
ね
実

現
に
至
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 

　

子
育
て
支
援
や
教
育
・
文
化
の
充

実
、
防
災
・
防
犯
や
安
全
対
策
、
産
業
・
観

光
振
興
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
市
民
に
対
す

る
多
く
の
約
束
の
ほ
か
、
小
松
地
先
市
有
地

残
土
問
題
や
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
の
新

ご
み
処
理
施
設
建
設
等
の
残
さ
れ
た
課
題
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

現
在
、
山
積
す
る
問
題
や

課
題
に
つ
い
て
は
、
残
り
の
期
間
で
、
で
き
る

限
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

　

今
後
、
本
市
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
目
指
し
て
い
く
べ
き
か
、
見
解
を
伺
い
ま

す
。答 

　

市
長　

今
後
も
避
け
ら
れ
な
い
で

あ
ろ
う
人
口
減
少
を
直
視
し
、
た
だ
悲
観
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
前
提
に
、

ど
の
よ
う
に
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
の
か
、
知
恵
を

絞
っ
て
有
能
な
施
策
を
考
え
、
見
極
め
、
実

行
に
移
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
積
み
重
ね

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
ガ
ソ
リ
ン
税
暫
定
税
率

の
廃
止
等
に
よ
る
影
響
▼
避
難
所
施
設
の
屋

上
に
お
け
る
暑
さ
対
策
▼
外
国
人
へ
の
日
本

語
支
援
対
策
▼
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
対
策

▼
新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

空
き
家
対
策

空
き
家
対
策

問 

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
に
対
す

る
支
援
制
度
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

登
録
物
件
へ
の

居
住
を
目
的
と
し
て
行
う
改
修
工
事
に
対
し

て
、
最
大
50
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

問 

　

空
き
家
が
隣
接
地
に
迷
惑
を
か
け

て
い
る
よ
う
な
場
合
、
市
が
行
う
対
応
策
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

現
地
を
確
認
し

た
う
え
で
、
所
有
者
に
対
し
適
正
管
理
を
促

す
た
め
の
通
知
を
行
い
ま
す
。

鳥
獣
害
対
策

鳥
獣
害
対
策

問 

　

地
域
に
よ
る
駆
除
活
動
グ
ル
ー
プ

が
新
設
さ
れ
た
場
合
、
市
が
行
う
支
援
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

わ
な
猟
免
許
取

得
に
要
す
る
費
用
の
一
部
助
成
や
、
わ
な
や
止

め
刺
し
の
道
具
の
貸
与
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

隣
接
す
る
市
町
と
連
携
し
た
駆
除

活
動
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

近
隣
市
町
ご
と

の
捕
獲
数
や
目
撃
情
報
等
の
情
報
共
有
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
外
の
方
に
も
、
山

武
市
内
で
の
捕
獲
活
動
に
必
要
な「
有
害
鳥

獣
駆
除
の
従
事
者
証
」を
発
行
し
、
活
動
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
公
園
施
設
整
備

ス
ポ
ー
ツ
・
公
園
施
設
整
備

問 

　

日
向
の
森
野
球
場
施
設
内
の
汲
み

取
り
式
ト
イ
レ
の
改
修
予
定
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

具
体
的
な
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
部

分
的
な
改
修
が
可
能
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

閉
鎖
中
の
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
再
開
見
込
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

施
設
の
老
朽
化
や
維

持
管
理
費
用
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
廃
止
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
官
民
連
携
の
可
能
性
を
調
査
・
研
究
し
、

公
園
全
体
の
魅
力
が
向
上
す
る
方
法
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

拉
致
問
題

拉
致
問
題

問 

　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

に
お
け
る
市
の
取
組
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

啓
発
ポ
ス
タ
ー

を
庁
舎
内
に
掲
示
し
、
広
報
さ
ん
む
に
も
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
図
書
館
で
は
拉

致
問
題
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ「
め
ぐ
み
」

を
所
蔵
し
、
市
民
へ
貸
出
し
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
移
住
定
住
施
策
ほ
か
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個
人
質
問

新政会 新政会 鈴鈴
すずすず

木木
きき

  健健
けんけん

太太
たた

郎郎
ろうろう

 議員 議員

公明党 公明党 市市
いちいち

川川
かわかわ

  陽陽
ようよう

子子
ここ

 議員 議員

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

問 

　

旧
山
武
町
地
域
を
対
象
と
し
た
本

市
の
水
道
事
業
の
特
徴
や
特
色
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

古
く
か
ら「
山
武
の

名
水
」と
称
さ
れ
た
清
澄
な
地
下
水
を
水
源

と
し
て
確
保
し
、
地
域
へ
持
続
的
か
つ
安
定

的
に
供
給
で
き
る
基
盤
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
制

の
も
と
、
一
般
会
計
と
は
明
確
に
区
分
し
た

財
務
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
経
営
状
況
は
お

お
む
ね
黒
字
基
調
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

問 

　

本
事
業
が
果
た
す
役
割
や
強
み
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

豊
か
な
深
層
地
下
水

が
水
源
で
あ
る
た
め
、
水
質
が
安
定
し
、
季

節
や
天
候
の
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
自
家
発
電
設
備
を
有

す
る
浄
水
場
と
耐
震
性
能
に
優
れ
た
水
道
管

網
に
よ
り
、
災
害
時
の
断
水
リ
ス
ク
を
最
小

限
に
抑
え
る
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

　

令
和
７
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮
市

内
に
お
い
て
、
下
水
道
管
の
破
損
に
伴
う
道

路
陥
没
事
故
が
発
生
し
、
１
名
の
尊
い
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
上
水
道
と
下
水
道
の
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
地
中
に
埋
設
さ
れ
る
水
道

管
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

当
該
事
故
は
、
下
水

道
管
の
腐
食
劣
化
に
よ
り
空
洞
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
が
要
因
と
さ
れ
て
お
り
、
上
下
水
道

施
設
の
健
全
性
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
水
道
管
に
つ
い
て
は
、
材
質
区
分
や

埋
設
環
境
、
経
年
劣
化
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

計
画
的
に
更
新
や
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、

現
時
点
で
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
は

低
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

令
和
７
年
11
月
の
新
聞
紙
上
に
お

い
て
、「
上
下
水
道
事
業
広
域
化
へ
」と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

水
道
課
長　

本
件
に
か
か
る
報
道

に
つ
い
て
は
、
国
が
将
来
の
人
口
減
少
や
施

設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業
の
広
域

連
携
の
推
進
を
示
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
が
参
画
す
る
九
十
九
里
地
域
末
端
給

水
事
業
体
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
て
お
り
、
最
終
的
な
方

向
性
は
未
定
で
す
が
、
地
域
全
体
の
最
適
化

に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
市
税
の
徴
収
体
制
・
方

法
・
実
績
お
よ
び
今
後
の
課
題

ご
み
処
理
に
つ
い
て

ご
み
処
理
に
つ
い
て

問 

　

成
東
地
域（
東
金
市
外
三
市
町
清

掃
組
合
）と
山
武
・
松
尾
・
蓮
沼
地
域（
山
武

郡
市
環
境
衛
生
組
合
）の
、
ご
み
の
分
別
方

法
お
よ
び
有
害
ご
み（
使
用
済
み
乾
電
池
、

蛍
光
灯
、
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
等
）の
回
収
方

法
の
違
い
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

成
東
地
域
は
、

６
種
類
の
ご
み
袋（
①
可
燃
ご
み
②
カ
ン
類

③
ビ
ン
類
④
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
⑤
金
属
類
⑥
ガ

ラ
ス
類
）を
使
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
分
別
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
ご
み
は
区
・
自

治
会
単
位
で
年
３
回
の
収
集
な
ら
び
に
市
役

所
本
庁
舎
入
り
口
で
常
時
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
山
武
・
松
尾
・
蓮
沼
地
域
は
、
４

種
類
の
ご
み
袋（
①
可
燃
ご
み
②
資
源
ご
み

③
不
燃
ご
み
④
有
害
ご
み
）を
使
用
し
、
14

の
分
別
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
害
ご
み
は
指

定
ご
み
袋
を
使
用
し
、
月
２
回
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問 

　

ご
み
収
集
方
法
等
の
一
本
化
に
伴

う
課
題
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

成
東
地
域
の
山

武
郡
市
環
境
衛
生
組
合
へ
の
編
入
に
伴
い
、

収
集
方
法
や
ご
み
集
積
場
設
置
場
所
の
見
直

し
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
区
・
自
治
会
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
行
っ
て
お
り
、
移
行
に
伴
う
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

問 

　

食
品
ロ
ス
削
減
と
共
生
社
会
の
構

築
に
向
け
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
の
活
用
は
有
効
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
で
は
、
地

元
ス
ー
パ
ー
や
飲
食
店
か
ら
提
供
さ
れ
た
在

庫
食
品
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
受
け
入
れ
、
必

要
と
さ
れ
る
家
庭
へ
配
布
し
た
り
、
山
武
市

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
を
通
じ
て
市
民
が
持
ち
寄
っ
た
食
品
を

活
用
す
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

問 

　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生

ご
み
を
減
容
す
る
た
め「
厨
芥
処
理
シ
ス
テ

ム
」を
新
た
に
導
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

給
食
残ざ

ん

渣さ

の
処
理
に

つ
い
て
は
、
施
設
統
合
前
は
そ
れ
ぞ
れ
で
処

理
業
者
に
委
託
し
て
い
た
も
の
が
集
約
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
新
施
設
で
は
処
理
に
か
か

る
コ
ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
活
用
の
目
的
と
取
り
組
み
へ
の
期
待
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個
人
質
問

公明党 公明党 深深
ふかふか

沢沢
ざわざわ

　 　 誠誠
まことまこと

 議員 議員

公明党 公明党 長長
はは

谷谷
せせ

部部
べべ

  竜竜
りゅうりゅう

作作
さくさく

 議員 議員

行
財
政
改
革（
公
共
施
設
の
利
活
用
）

行
財
政
改
革（
公
共
施
設
の
利
活
用
）

問 

　

市
内
図
書
館
の
集
約
化
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
計
画
に
か
か
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
今
後
の
方
針
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

令
和
９
年
度
中
に
１

館
へ
集
約
す
る
計
画
案
で
し
た
が
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は「
性
急
で
あ
る
」や「
図

書
館
機
能
を
補
完
す
る
た
め
の
具
体
策
」を

求
め
る
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
再
検
討

す
る
方
針
で
す
。

問 

　

成
東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
と

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
の
集
約
化
検
討
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後
の
見
通

し
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

令
和
元
年
５
月
に
社

会
教
育
委
員
会
議
へ
諮
問
し
、
そ
の
後「
将

来
的
な
統
合
を
検
討
」と
の
答
申
が
あ
り
ま

し
た
が
、具
体
的
に
は
未
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
が
、
成

東
文
化
会
館
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
へ
集
約
さ
れ
、

空
き
施
設
に
な
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
利
活

用
方
針
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

財
政
資
金
の
効
率
的

使
用
や
行
政
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
公

共
施
設
等
の
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
事

業
者
と
連
携
し
て
行
う
、
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
官
民
連
携
手
法
の
導
入
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

利
活
用
方
針
決
定
ま
で
の
間
、
人

員
を
配
置
し
、
図
書
の
貸
出
し
・
返
却
が
可

能
な「
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
ポ
イ
ン
ト
」の
設
置

を
提
案
し
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

図
書
館
の
運
営
経
費

の
約
８
割
を
人
件
費
が
占
め
て
お
り
、
人
員

配
置
を
要
す
る
運
営
の
方
法
に
つ
い
て
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

問 

　

人
員
の
配
置
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

簡
易
な
遊
具
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
備
え

た
屋
内
遊
戯
場
を
設
置
し
、
猛
暑
や
雨
天
時

で
も
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
性
を
活
か
し
、
木
育
の
観
点

を
取
り
入
れ
た
遊
具
や
木
の
た
ま
ご
プ
ー
ル

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
が
木
の
ぬ

く
も
り
に
触
れ
な
が
ら
自
然
や
環
境
へ
の
理

解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
、
地
域
資
源
の
循

環
や
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

屋
内
遊
戯
場
に
は
多

様
な
設
置
形
態
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
市
が

運
営
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
見
守
り
を
前

提
に
、
費
用
を
抑
え
た
維
持
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
さ
ら
な
る
推
進

基
金
に
つ
い
て

基
金
に
つ
い
て

問 

　

効
率
的
か
つ
機
動
的
な
財
政
運
営

を
実
現
す
る
た
め
、
基
金
全
体
の
再
編
や
活

用
方
針
の
明
確
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

各
基
金
に
は
目
的
や

使
途
が
あ
り
ま
す
が
、
限
り
あ
る
資
源
を
有

効
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
対
象
事
業
の
必
要

性
や
実
現
の
可
能
性
を
検
証
し
、
適
切
に
活
用

で
き
る
よ
う
再
編
を
含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問 

　

外
国
人
住
民
の
自
治
会
活
動
へ
の

参
加
促
進
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
全
体
と
し
て
区
や

自
治
会
へ
の
加
入
率
が
低
下
す
る
中
、
外
国

人
住
民
の
地
域
参
画
に
は
関
係
性
の
構
築
が

大
切
で
あ
る
た
め
、
対
等
な
関
係
を
築
き
、
共

に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問 

　

松
尾
地
域
の
過
疎
対
策
と
し
て
は
、

地
域
主
体
の
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
の
強
化

や
、
官
民
協
働
に
よ
る
実
証
的
な
取
組
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

実
証
的
な
取
組

事
例
と
し
て
、
松
尾
駅
前
駐
車
場
跡
地
に
お

い
て
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
小
規
模
な
が
ら
地
域
再
生
の
可
能
性
を

確
認
し
て
お
り
、
今
後
も
官
民
連
携
や
地
域

資
源
の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問 

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
上
の
課
題
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

①
施
設
の
老
朽
化
②

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
運
営
③
配
慮
が
必
要

な
児
童
の
増
加
④
一
部
の
高
学
年
児
童
の
利
用

制
限
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
対
応
が
課
題
で
す
。

問 

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、
相
互
援

助
型
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
導
入

す
る
考
え
は
あ
る

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福

祉
部
長　

事
業
の

実
施
に
は
、
提
供

会
員
の
確
保
、
送

迎
時
の
交
通
事
故

防
止
対
策
な
ど
課

題
が
多
く
、
現
在

の
と
こ
ろ
導
入
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
水
路
及
び
市
道
の
維
持

管
理
▼
農
業
・
商
工
業
・
観
光
の
一
体
的
振
興

ファミリーサポートセンター事業とは？
　子育ての援助を受けたい人（依頼会員）と援助を
行いたい人（提供会員）が、身近な地域の中で、子
育ての相互援助を行う会員制の仕組み。各自治体
が主体となって運営し、支援活動には有償ボラン
ティアの形態がとられる。相互援助の例：保育施
設や習い事の送迎、買物等の外出時の預かりなど
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個
人
質
問

誠和会 誠和会 小小
ここ

山山
やまやま

  和和
かずかず

典典
のりのり

 議員 議員

誠和会 誠和会 今今
いまいま

川川
がわがわ

  和和
かずかず

弘弘
ひろひろ

 議員 議員

コンビニ交付対応
行政キオスク端末とは？
　いわゆる証明書自動交付機。
　マイナンバーカードを利用する
ことで、住民票や印鑑証明書のほ
か所得等に関する各種証明書を取
得することができるサービス。
　①申請書を書く必要がない、②
待ち時間が短縮される、③市役所
窓口での交付よりも低額の手数料
で取得できることから、マイナン
バーカードの普及に伴い、近年の
利用件数は増加傾向にある。

外
国
人
居
住
者
に
つ
い
て

外
国
人
居
住
者
に
つ
い
て

問 

　

国
は
、
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン
を

策
定
お
よ
び
改
訂
し
て
お
り
、
市
に
お
い
て

も
多
文
化
共
生
を
推
進
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
直
近
３
年
の
外

国
人
人
口
の
推
移
な
ら
び
に
在
留
資
格
の
種

類
別
の
人
数
・
割
合
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

各
年
11
月
１
日
現
在

の
推
移
は
、
令
和
５
年
度
は
１
７
８
８
人
、

令
和
６
年
度
は
２
０
２
８
人
、
令
和
７
年
度

は
２
３
３
３
人
で
す
。

　

主
な
在
留
資
格
別
と
し
て
最
も
多
い
の
は

「
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」が
５
４
２

人（
23
・
２
％
）、
次
に「
永
住
者
」が
３
５
４

人（
15
・
２
％
）、「
家
族
滞
在
」が
３
４
５
人

（
14
・
８
％
）、「
企
業
内
転
勤
」が
２
２
９
人

（
９
・
８
％
）と
な
り
ま
す
。

問 

　

日
本
人
同
様
、
山
武
市
へ
転
入
後
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
被
保
険
者
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

本
市
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
数
は
１
２
７
１
８
人
で
、
そ
の

う
ち
外
国
人
の
被
保
険
者
数
は
１
３
６
４
人

と
な
り
、
そ
の
割
合
は
全
体
の
10
・
７
％
を

占
め
て
い
ま
す
。（
令
和
７
年
11
月
１
日
現
在
）

問 

　

茨
城
県
常
総
市
で
は「
外
国
人
が

活
躍
で
き
る
ま
ち
常
総
」を
掲
げ
て
多
文
化

共
生
に
取
り
組
み
、
日
本
語
サ
ポ
ー
ト
等
に

注
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
本
市
の
過
疎
化
対
策
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

今
後
も
外
国
人
居
住
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
地
域
で
活
躍
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
多
文
化
共
生
社

会
の
推
進
で
は
重
要
で
す
。
過
疎
化
対
策
に

は
外
国
人
人
材
の
活
用
も
そ
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
多
文
化
共
生
に
向
け
た

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

問 

　

国
も
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ

き
、
建
設
副
産
物
の
再
利
用
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
土
砂
搬
出
先
選

定
の
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

国
県
等
の
事
業

へ
の
土
砂
活
用
に
つ
い
て
十
数
件
の
機
関
と

交
渉
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
確
定
し
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
も
、
小
松
地
先
・
森
地
先
市
有

地
内
の
保
全
を
継
続
し
、
周
辺
地
域
の
保
全

等
に
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
米
政
策
・
農
業
用
水
路

▼
公
共
施
設
の
維
持
管
理

書
か
な
い
窓
口

書
か
な
い
窓
口

問 

　

市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、

令
和
６
年
10
月
に
、
市
役
所
本
庁
舎
の
玄
関

ホ
ー
ル
に「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
対
応
行
政
キ
オ

ス
ク
端
末
」が
設
置
さ
れ
、
約
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
当
該
端
末
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
設
置
の
端
末
を
あ
わ
せ
た
自
動

交
付
機
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

令
和
７
年
10
月
末
時

点
に
お
け
る
自
動
交
付
機
の
利
用
件
数
は
７

４
６
０
件
、
窓
口
に
お
け
る
当
該
証
明
書
交

付
の
利
用
件
数
は
１
万
６
６
７
２
件
で
、
全

体
か
ら
見
た
自
動
交
付
機
の
利
用
率
は
30
・

91
％
で
す
。

問 

　

利
便
性
の
高
い
自
動
交
付
機
の
利

用
促
進
は
、
窓
口
で
の
混
雑
緩
和
の
ほ
か
、

職
員
の
負
担
軽
減
に
も
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
自
動
交
付
機
の
設
置
お
よ
び
利
用

に
関
す
る
情
報
の
周
知
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

広
報
さ
ん
む
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
安
心
安
全
メ
ー
ル
お
よ
び
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
、
多
く
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

問 

　

ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援
寄
附
金
の

直
近
３
年
の
推
移
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

寄
附
金
受
入
額

は
、
令
和
４
年
度
が
約
４
６
８
３
万
円（
１

３
８
８
件
）、
令
和
５
年
度
が
約
７
４
４
７

万
円（
３
１
４
７
件
）、
令
和
６
年
度
が
約
３

億
２
９
７
８
万
円（
８
４
０
８
件
）と
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

問 

　

返
礼
品
提
供
事
業
者
や
関
係
団
体
、

担
当
部
局
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
山
武
市
を
広

く
Ｐ
Ｒ
で
き
る
魅
力
的
な
返
礼
品
が
着
実
に

増
え
て
い
ま
す
。
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保

の
た
め
に
も「
ふ
る
さ
と
納
税
」は
特
に
注
力

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
寄
附
金
受
入
額
の

目
標
値
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

当
面
は
、
寄
附

金
受
入
額
10
億
円
を
目
標
に
、
商
工
会
や
観

光
協
会
、
各
種
農
業
団
体
、
漁
業
協
同
組
合

等
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
事
業

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

SAMMU知新SAMMU知新  玉玉
たまたま

置置
おきおき

  美美
みみ

津津
つつ

恵恵
ええ

 議員 議員

SAMMU知新SAMMU知新  池池
いけいけ

田田
だだ

  久久
ひさひさ

和和
かずかず

 議員 議員

順位 バス停 乗降数
1 成東駅 8,481件
2 さんバス姫島 7,251件
3 さんむ医療センター 4,460件
4 日向駅 3,891件
5 松尾駅 3,658件

乗降数の多いバス停
（調査時の全体乗降数 77,455件）

若
者
の
薬
物
乱
用
防
止
に
関

若
者
の
薬
物
乱
用
防
止
に
関

す
る
対
策

す
る
対
策

問 

　

私
は
地
域
の
奉
仕
団
体
に
所
属
し
、

地
域
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
で
あ
る
青
少
年
の
育
成

事
業
と
し
て
、
各
中
学
校
で
薬
物
乱
用
防
止

教
室
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
事
前
に
薬

物
乱
用
防
止
教
育
講
師
認
定
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。
そ
の
際
、
最
近
で
は
、
若
者
層
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
薬
物
が
蔓
延
し
て
お
り
、

指
定
薬
物
エ
ト
ミ
デ

ー
ト（
通
称
：
ゾ
ン

ビ
た
ば
こ
）が
大
麻

を
含
め
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
若
者
た
ち
が
匿
名
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
な
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
窓

口
等
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

県
で
は
、
薬
物

乱
用
対
策
推
進
本
部
を
設
置
し
、
薬
物
依
存

症
等
に
関
す
る
相
談
窓
口「
千
葉
県
こ
こ
ろ

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

　

ま
た
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ「
千
葉
県
い
の

ち
支
え
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
」に
よ
り
、
薬
物
乱

用
に
関
す
る
相
談
も
含
め
、
専
門
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
も
、
薬
物
乱
用
防
止
や
相
談

窓
口
の
周
知
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

市
内
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
相
談
窓
口
が

記
載
さ
れ
た「
安
心
ホ
ッ
と
カ
ー
ド
」を
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
を
対
象
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
相

談
ア
プ
リ
を
導
入
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
児
童
生
徒
に
貸
与
し
て
い
る
１

人
１
台
端
末
や
、
保
護
者
と
学
校
と
の
連
絡

用
ア
プ
リ「
さ
く
ら
連
絡
網
」を
活
用
し
て
、

相
談
窓
口
を
周
知
す
る
予
定
で
す
。

外
国
人
受
入
れ
お
よ
び

外
国
人
受
入
れ
お
よ
び

住
民
へ
の
対
応

住
民
へ
の
対
応

問 

　

広
報
さ
ん
む
に
毎
号
掲
載
さ
れ
て

い
る
各
月
の
人
口
異
動
の
う
ち
、
転
出
・
死

亡
以
外
の「
そ
の
他
」の
減
少
理
由
に
該
当
す

る
方
が
、
毎
月
２
桁
の
人
数
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
詳
細
と
減
少
に
は
外
国
人
も
含

ま
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

当
該
表
中
の
減
少
の

理
由「
そ
の
他
」の
欄
で
は
、
市
が
実
態
調
査

を
行
い
、
職
権
に
よ
り
住
民
票
を
消
除
し
た

人
数
と
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら
在
留
資

格
取
消
し
の
通
知
を
受
け
て
職
権
に
よ
り
住

民
票
を
消
除
し
た
外
国
籍
の
人
数
の
合
計
を

記
載
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税

公
共
交
通
に
つ
い
て

公
共
交
通
に
つ
い
て

問 

　

市
内
の
基
幹
バ
ス
は
、
主
に
大
通

り
を
走
っ
て
い
る
た
め
、
離
れ
た
住
宅
地
に

住
む
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
利
用
し
づ

ら
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
ル
ー

ト
設
定
は
、
十
分
に
そ
の
機
能
が
果
た
さ
れ

て
い
る
の
か
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

市
内
の
主
要
な

拠
点
間
を
連
絡
し
、
通
勤
通
学
、
買
い
物
、

病
院
等
の
日
常
生
活
行
動
だ
け
で
な
く
、
観

光
な
ど
多
様
な
目
的
で
の
移
動
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

経
由
地
で
あ
る
市
内
鉄
道
の
各
駅
と
地
域

交
通
等
を
連
絡
す
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

問 
　

基
幹
バ
ス
は
、
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
高
齢
者
に
と
っ
て
の
移
動
手
段
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
利
用
者
の
声
を
ど
の
よ
う

に
収
集
し
、反
映
さ
せ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

令
和
３
年
度
に

は
基
幹
バ
ス
の
乗
降
調
査
を
実
施
し
、
左
表

の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
公
共
交
通
利
用
者
の
実
態
把
握

の
た
め
、
①
基
幹

バ
ス
利
用
者
②
乗

合
タ
ク
シ
ー
利
用

者
③
路
線
高
速
バ

ス
利
用
者
④
成
東

駅
利
用
者
へ
そ
れ

ぞ
れ
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
意
見
を
可
能
な

限
り
実
現
で
き
る

よ
う
検
討
し
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
で
十
分
協
議
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
現
在

の
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

問 

　

乗
合
タ
ク
シ
ー（
あ
い
の
り
く
ん
）

は
、
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
を
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
で
移
動
が
で
き
、
高
齢
者
に
は
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
予
約
が
取
り
づ

ら
い
こ
と
も
あ
り
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
の

生
活
に
直
結
す
る
移
動
に
利
用
さ
れ
る
方
は
、

不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
む
中
、
今
後
の
対
策
を
検
討
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

現
在
、
平
日
は

９
台
、
土
日
祝
日
は
３
台
に
よ
り
、
午
前
７

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
予
約
件
数
は
１
台
あ
た
り
平
均
11

件
で
あ
る
と
こ
ろ
、
予
約
可
能
件
数
は
20
件

を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
の
余
裕

は
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
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個
人
質
問

日本共産党 日本共産党 並並
なみなみ

木木
きき

  幹幹
みきみき

男男
おお

 議員 議員

国
民
健
康
保
険
の
減
免
制
度

国
民
健
康
保
険
の
減
免
制
度

問 

　

国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち「
均
等

割
」と「
平
等
割
」に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

を
対
象
と
し
た
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
未
就
学
児
分「
均
等
割
」が
５

割
軽
減
と
な
る
制
度
が
令
和
４
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
、
さ
ら
に
令
和
６
年
１
月
か
ら
は
、

出
産
被
保
険
者
に
か
か
る「
所
得
割
」と「
均

等
割
」の
う
ち
産
前
産
後
期
間
分
を
減
額
す

る
仕
組
み
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
国
民
健
康
保
険
世
帯
に
お
け
る
18

歳
以
下
の
子
ど
も
の
人
数
な
ら
び
に
、
仮
に

当
該
対
象
者
分
を
減
免
す
る
と
し
た
場
合
の

税
額
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

令
和
６
年
度
末
に
お

け
る
18
歳
以
下
の
被
保
険
者
数
は
１
０
４
３

人
で
、
こ
れ
に
軽
減
等
を
考
慮
せ
ず
、
被
保

険
者
１
人
あ
た
り
に
課
税
さ
れ
る
均
等
割
額

を
乗
じ
た
税
額
は
約
３
５
２
５
万
円
で
す
。

問 

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
は
、
未
就
学

児
よ
り
も
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
重
く
な

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
収
入
の
な
い

子
ど
も
達
に
ま
で
保
険
税
を
課
す
こ
と
は
、

子
育
て
支
援
に
逆
行
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

対
象
を
未
就
学
児
に
限
定
せ
ず
、
18
歳
以

下
の
高
校
生
ま
で
に
軽
減
対
象
を
拡
大
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、

法
に
基
づ
く
公
的
医
療
保
険
制
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
が
責
任
を
持
っ
て「
法
的
軽
減

制
度
」と
し
て
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
市
独

自
で
の
軽
減
実
施
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
県
や
全

国
市
長
会
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
制
度
拡
充

を
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 
　

病
気
等
に
よ
り
就
労
困
難
と
な
っ

た
場
合
の
医
療
費
の
一
部
負
担
金
減
免
制
度

に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け
る
取
扱
い
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

当
該
制
度
は
、
災
害

な
ど
の
特
別
な
理
由
に
該
当
し
た
こ
と
に
よ

り
、
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、

申
請
に
よ
り
医
療
費
の
一
部
負
担
の
減
額
や

免
除
を
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
減
免
対
象
と
な
る
事

由
等
を
認
め
た
場
合
に
は
、
一
部
負
担
金
の

減
免
を
行
っ
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
さ
ん
む
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
▼
市
内
の
道
路
整
備
状
況
▼
九
十
九
里

沖
洋
上
風
力
発
電
事
業
計
画

ようこそ山武市へ ようこそ山武市へ ～行政視察の受け入れ～～行政視察の受け入れ～

転倒骨折予防プロジェクトについて
長野県岡谷市議会
令和７年10月21日、岡谷市議会の社会委員会の委員など７名が
視察に訪れ、保健福祉部高齢者支援課から、取組内容等の説明
を行いました。

さんむエコノミックガーデニングの取組について
三重県名張市議会
令和７年11月６日、名張市議会（会派 喜働）の議員３名が視察
に訪れ、さんむエコノミックガーデニング推進協議会および商
工観光課から設立の経緯や活動報告等の説明を行いました。

学校給食センターについて
千葉県東金市議会
令和７年11月18日、東金市議会（会派 蒼政会および志政会）の議員
および東金市職員11名が視察に訪れ、教育部施設整備課および学
校給食センターから、新施設の特徴等の説明を行いました。
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■令和８年度当初予算事前協議

令和７年12月16日・17日、新年度当初予算(案)につ
いて、常任委員会ごとに執行部から予算編成状況や
主な事業等の説明を受け、各委員から質疑を行いま
した。
また、各委員から提案された予算編成にかかる要望
については、執行部において検討いただくこととな
りました。

■文教厚生常任委員会 行政視察

令和７年10月29日・30日、委員９名参加のもと視察
研修を行い、他自治体等が行う先進事例を学びました。
【研修地および研修テーマ】
・東京都福

ふっさ

生市
　　「不登校総合対策について」
・組合立諏訪中央病院（長野県茅

ち

野
の

市）
　　「院内助産について」

■山武市消防出初式・消防フェア

令和８年１月12日、成東文化会館のぎくプラザおよ
び市役所駐車場において開催され、山武市議会議員
が出席しました。
消防団員等の表彰が行われた式典のほか、放水体験
や消防車両展示、消防団による一斉放水も披露され
ました。

■山武市と常
じょう

総
そう

市の友好都市協定締結式

令和７年12月23日、茨城県常総市役所において、友
好都市提携に関する協定の締結式が挙行され、山武
市議会を代表して石川議長が出席しました。
（写真左から）中村常総市議会議長、神達常総市長、
松下山武市長、石川山武市議会議長

活動レポート活動レポート山 武 市 議 会
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２
／
13
㈮　

開
会

　
　
　
　
　

議
案
の
上
程

　
　
　
　
　

提
案
理
由
の
説
明

２
／
17
㈫　

一
般
質
問

２
／
18
㈬　

一
般
質
問

２
／
20
㈮　

一
般
質
問

　
　
　
　
　

議
案
質
疑

　
　
　
　
　

委
員
会
付
託
等

２
／
25
㈬　

総
務
建
設
常
任
委
員
会

２
／
26
㈭　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

３
／
９
㈪　

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　

閉
会

※ 

こ
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
今
後
変
更

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年

第
１
回
定
例
会

　

今
年
は
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

が
ほ
ぼ
切
れ
目
な
く
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
好

き
の
私
に
と
っ
て
は
慌
た
だ
し
い
年
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

今
月
か
ら
は
、
世
界
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
達
が
競
い
合
う
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
始
ま
り
ま
す
。

　

３
月
か
ら
は
野
球
の
国
際
大
会
Ｗ
Ｂ
Ｃ

が
始
ま
り
、
大
谷
翔
平
選
手
を
は
じ
め

錚
々
た
る
選
手
が
集
ま
る
侍
ジ
ャ
パ
ン
の

二
連
覇
成
る
か
、今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

そ
し
て
６
月
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
す
。

精
鋭
集
ま
る
森
保
ジ
ャ
パ
ン
が
初
優
勝
を

目
指
す
熱
戦
は
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

さ
ら
に
９
月
か
ら
は
、
ア
ジ
ア
最
大
の

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典「
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ

ア
競
技
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
最
後
ま
で
諦
め

ず
に
戦
う
日
本
代
表
か
ら
勇
気
を
も
ら

い
、
活
力
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

感
動
を
分
か
ち
合
う
一
年
に
し
ま
し
ょ
う
‼

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

玉
置
美
津
恵

副
委
員
長　

杉
山　
　

清

委　
　

員　

長
谷
部
竜
作

　

小
山　

和
典

鈴
木
健
太
郎

渡
邉　

健
一

※
次
回
は
、
５
月
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

S

読者アンケート実施中！
今後の市議会だよりの編集に活かすため、

皆さまからのご意見・ご感想を募集しています。

＼山武市議会だより／

  令和8年3月31日（火）議会だより第79号に関するアンケート募集期限 
※このアンケートでいただいたご意見等に対する回答は行っておりませんので、あらかじめご了承ください。

皆さまからのご意見・ご感想を募集していま

令和8年会だより第79号に関するアンケート募集期限

＼回答はこちら／

山武市議会だより第79号　令和8年2月1日 16

＼前号の回答12件／
たくさんの回答

ありがとうございます!!
今後の広報業務の参考と
させていただきます

＼＼

今


